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「香りを用いた天敵誘引・害虫忌避技術」植物は、植食性昆虫（害虫）から食べられると特別な

香りを放出し、植食性昆虫を食べる天敵昆虫を誘引することで身を守っている。そこで、人工的

な天敵を誘引する香りを畑やﾊｳｽに設置し、天敵昆虫を誘引することで、害虫管理ができる可能

性がある。研究員として参加した生物系産業創出のための異分野融合研究支援事業の「天敵の行

動制御による中山間地における減農薬害虫防除技術の開発」において、ﾐｽﾞﾅにおけるｺﾅｶﾞの発生

が、ｺﾅｶﾞ天敵に対する天敵誘引剤と給餌装置をﾊｳｽ内に設置することで抑制された＊ 。 

名城大学では、新しい害虫防除資材の開発のために害虫忌避成分の探索も行っている。 

天敵誘引剤 

「香りと光を用いた天敵昆虫の行動制御」 ｺﾅｶﾞの天敵（寄生蜂）であるｺﾅｶﾞｻﾑﾗｲｺﾏﾕﾊﾞﾁは、

満腹時は緑色の LED 光に反応し、2 時間空腹させると緑色だけでなく黄色の LED の光に反応した

＊＊。黄色は空腹時のみに反応する光波長のため天敵給餌装置の誘引源として応用されている。 

ｺﾏﾕﾊﾞﾁは嗅覚情報も利用して行動しているため、視覚反応が嗅覚情報によって変化するか調べ

た。その結果、2 時間空腹のコマユバチは香りがない場合、緑色の光がある場所と黄色の光があ

る場所を同等に選択した＊＊。しかし、植物由来の天敵誘引成分（産卵対象となる寄主の手がか

り）の存在下では、緑色の光がある場所を選好した＊＊。以上のように、光と香りを組み合わせ

ることでも昆虫の行動制御が可能であり、これに関する研究成果は害虫管理へ応用できると考え

ている。＊＊Uefune et al. (2013) BioControl, 58:187-193 
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